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子 ど も を育てるための学習評価
一 図画工作科の実践を通 し て -
学習開発コ ース (1 1 22091 0) 多 国 有 里
本研究は， 学習評価の決定段階におけ る 教師聞の差について明 ら かに し， その違いか ら
学習評価のあ り 方を検討する も のである。 実樹受業を通 して， 実践の記録と 大学院生 と 現
職教員 と の評価結果の差か ら評価のあ り 方を考えてい く 。 その結果， 授業における観点別
評価に加え教師の児童に関する総合的な視点が含まれてお り ， 学習評価には子 ど も を育て
る 豊かな視点が必要であ る と い う こ と が分かった。
[キー ワ ー ド] 学習評価， 小判交図画工作， 観点別評価， 授業実践
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
教育基本法第 1 条は， 教育の 目 的を 「人格の完
成を 目 指 し， 平和で民主的な国家及び社会の形成
者 と して必要な資質を備えた心身 と も に健康な国
民の育成」 と 規定 している。 各学校が編成する 教
育課程の基準であ る学習指導要領は， こ の教育基
本法に定め る 教育の 目 的や 目 標， 学校教育法に定
め る各学校段階の 目 的や 目 標の実現を 図 る た め に
定め られている。
中央教育審議会答申 (2008) I幼稚園， 小学校，
中学キ交， 高等学校及び特別支援学校の学習指導要
領等の改善について」 の答申 の中で， 学習評価は
「学校や教師は指導の説明責任だけではな く ， 指
導の結果責任も 問われてい る こ と を前提 と しつつ，
評価の観点並びにそれぞれの評価の考え方， 設定
する評価規準， 評価方法及び評価時期等について，
今回の学習指導要領改訂の基本的な考え方を踏ま
え， よ り 一層簡素で効率的な学習評価が実施でき
る よ う な枠組みについて， 更に専門的な見地か ら
検討を行 う J こ と と された。
加えて 2010 年 3 月 に出 された f児童生徒の学習
評価の在 り 方について (報告) J の中で 「学習評
価は， 学校にお け る教育活動に関 し， 子 ども た ち
の学習状況を評価する も の」 である と し 「現在，
各教科については， 学習状況を分析的に と ら え る
観点別学習状況の評価 と 総括的に と ら え る評定 と
を， 学習指導要領に定め る 目 標に準拠 した評価 と
して実施す る こ と が明確に さ れているJ と あ る。
教職専門実習 I 及びH を通 して， 筆者が感 じた
こ と は指導以上に学習評価の難 し さ であっ たO
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具体的には， 二つの実習で図画工作科の授業実
践に取 り 組む こ と ができ た。 どち ら の実習校で も
図画工作の授業中 は児童が課題に取 り 組む姿が見
られた。 児童は どんな色を使お う か， どんな形を
描こ う か悩みなが ら描いている 様子が伺え， その
点においては意欲的で、あっ たので、はなし 1か と 考え
る。 しか し一方で， なかなか描けずに手が止ま り ，
友達の作品 を真似る児童も いて筆者の授業の工夫
で改善でき る と こ ろ はないのか， ど う いっ た と こ
ろが足 り ていないのかを考え る き っ かけ に な っ た。
実習 において授業 中 の児童の様子やふ り 返 り
な どを も と に評価を行お う と す る と ， 自 分が どん
な価値観の も と 評価を行っ ている のか， 自 分の評
価に妥当性はあ る のか考え る と 分か ら な く な っ て
いっ たのである。 同 じ観点を軸に同 じ児童を見て
いた と して も， 評価者の感 じ方や考え方に よ っ て
評価に変化が出て く る のではないか と 考え る よ う
になっ たO
金子 (1998) は 「図画工作科では， 教科の本質に
かかわっ て他の教科の よ う にあ ら か じめ指導の内
容が具体的な項 目 と して明文化 さ れていなし リ と
し 「個々 の題材について指導の内容を吟味す る だ
けでは不十分であ る と 考え られてい るJ と 述べる。
そ こ で筆者は， 学習の評価において個人的な差異
が生まれる原因を探る こ と が必要であ る と 考えた。
(2) 研究の 目 的
本研究の 目 的 は学習 に お け る 評価の段階にお
いて教師間の視点を比較 しその違し 1か ら学習評価
のあ り 方を検言すする も のである。
(3) 研究の方法
本研究では， まず教育におけ る 評価の意義につ
いて先行研究を も と にま と め る。 次に， 教職専門
実習 E にお け る 実樹受業を分析 し， 加えて評価に
対する 教員の聞 き 取 り 調査な ど を も と に しなが ら
学校現場での評価の実際 と あ り 方を検討する。
2 先行研究の検討
(1) 教育におけ る 学習評価について
①教育の 目 的
ブ レ ツ イ ンカ (2009) に よ る と 教育 目 標 と は 「人
格の特定の状態， すなわち特定の心的性向ない し
性向構造が存在すべき である と 要求する被教育者
に と っ ての規範(ある いは理想) J の こ と である と
述べている。 ま た彼は 「教育のね ら いは， 社会や
その下位 グループで承認 された人格理想に左右さ
れる。 社会的な観点か らする と ， 教育は第一に社
会 と その文化の存続を確実にす る た めの手段であ
る J と 述べてい る。 「被教育者本人 と その完成 と い
う 観点か ら教育を考察j する と 「理想 と される心
的性向は任意の ものではな く ， それぞれの被教育
者の生活空間で認め られた規範に 由 来」 してい る
と 定義 している。
②教育の評価
タ イ ラ ー (1978) は教育 目 標 を 「内容的局面」 と
「行動的局面j と に よ っ て規定する こ と を提案 し
た。 彼の提案は， 表 l の よ う にま と め る こ と がで
き る。 まず， 学習者に到達 さ せ よ う と する 教育 目
標 を定め， その 目標を達成する ために どの よ う な
学習 をすればよ いか考え る。 そ して授業 と して組
織化 して実践 し て 目標が達成でき たか ど う かを評
価 し よ う と した。
表 1 . タ イ ラ ー原理
a 評価の規準は， 教育 目標である。
b. 教育 目 標は， 両次の精神活動を含む重要な 目 標鮮を含むべき で
ある。
C. 教育目標は， 生徒に期待される行動で記述すべきである。
d. 目 標実現の度合いを知るために多様な評価方法を工夫すべき で
ある。
e. も し， 目標に未到達の子 ど もがいた場合には， 治療的授業が実
施されるべきである。
f. 以上のこ と は， カ リ キュ ラ ムベ授業実践」 の改善につながる。
(2) 図画工作科におけ る 学習評価
①図画工作科の 目 的
「児童生徒 の学習評価 の 在 り 方につ い て (報
告) J (2010) において， 図画工作科にお け る 教科 目
標は 「表現及び鑑賞の活動 を通 して， 感性を働か
せなが ら ， っ く り だす喜びを味わ う よ う にする と
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と も に， 造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，
豊かな情操を養 う J と あ る。
②図画工作科の学習評価
図画工作にお け る 評価の観点及びそ の趣 旨 と
しては， 表 2 の通 り であ る。
表 2 . 図画工作にお け る評価の観点 お よ び趣旨
造形への関心 - 官欲 ・ 態度 自 分の思いをもち， 進んで表現や
鑑賞の活動に取 り 組み， っく り だ
す喜びを味わお う と する。
発想付高想の能力 感 じた こ と そ材料な どを基に表 し
たいこ と を思い付いた り ， 形や色，
用途な どを考えた り している。
創造的な技能 感覚ペ拒験を生か しなが ら， 表 し l
たいこ と に合わせて材料や用具を
使い， 表 し方を工夫している。
鑑賞の能力 作品等の形や色な どか ら， 表現の
面白 さ を と ら えた り ， よ さや美 し
さ を感 じ取っ た り している。
fA 表現 (2) 絵や立体， 工作J の評価規準に盛 り
込むべき事項は表 3 であ る。
表 3 . 評価規準に盛 り 込むべき事項
i窃彩への関心 ・ 意欲 ・ 態度 表 し た い こ と を表すこ と に関
心を も ち， 自 分の思いで取 り 組
も う と している。
発想や構怨の能力 感 じた こ と ， 想像したこ と ， 見
た こ と か ら， 表したいこ と を見
付けた り ， 形や色 用途などを
考えた り している。
創造的な技能 自 分の表 し た い こ と に合わせ
て， 材料や用 具を使 う と と も
に， いろいろな方法を試みるな
ど工夫して表している。
3 実践と 結果 (明 ら か にな っ た こ と )
木研究の実践は， 教職専門実習 E で配属 された
E 市内 F 小学校で、の図画工作科の授業を行っ た。
(1) F 小学校での実践授業について
①実樹受業の概要
こ の授業は， 2011 年 11 月 17 日 に第 3 学年 (計
35 名) を対象 と して行われた授業であ る。 全 2 時
間の単元 を 2 時間続けて行っ た。
授業では 「夢の世界をかこ う J と し づ 課題を設
け， 授業の導入では児童が五感か ら夢の世界を想
像 しイ メ ージを言葉で表せる よ う に， カー ドを渡
し書き こ ませた。 扱 う 画材も児童か ら 出て き た，
絵具やク レ ヨ ン， 水性ペンな どを基本と し， 表 し
たい も のに よ っ て は学校にあ る も のであれば使用
可能 と した。 机や床な ど児童が描きやすい場所を
選択でき る よ う に した。
評価では， 小学校学習指導要領 (図画工作) と 表
1 及び表 2 の内容を基に評価基準を作成 し， 観点
別評価を行っ たO
表 4 . 本時の学習指導案
時間 主な学習活動 評価
「あっ た ら いいなこ んな夢の世界j を絵に表わそ う !
1 ・ 2 1 . 1夢の世界」 と い う 言 (1) こ んな世界が あ っ た ら い
葉から想像する こ と を いな と い う 思い を も ち， 進
話 し合 う 。 んで表現の活動に取 り 組
2 . 活動の見通 しを立て み， っ く り だす喜びを味わ
る う こ と ができ る。
3 . 絵をかく {関心 ・ 意欲 ・ 態度]
4 . ふ り 返 り をする。 (2) 感 じた こ と を基に表 した
い こ と を見付けて， 密慢を
広げて表すこ と がで き る 。
[発想 ・ 構想の能力]
(3) 水彩絵の具やク レ ヨ ンな
どを使 う と と も に， 表 した
い こ と に合わせて用具を使
い， 表 し方を考える こ と が
でき る。
[創造的な技能]
(2) 実樹受業を通 して明 ら かになっ た こ と
授業後， 児童の授業中の態度や作品， コ メ ン ト
カ ー ドか ら観点別に評価を行っ た。 その際， 関心 ・
意欲 ・ 態度におけ る 評価で迷 う 児童が出て き たた
め， 指導教員であ る学級担任に， 評価に関す る 聞
き 取 り 調査を行 っ たO
[事例 1 ] X 児の作品
に取 り 組んでいた。
. X 児は雲の上の
何でも あ り の世界
を措いた。 手の平
を使い， 表現 して
いた。 ベ ッ ト ボ ト
ノレのキャ ッ フ。をハ
ン コ と して活用 し
た り ， 今ま で経験
して き た と 思われ
る点描を用いた り
する な ど， 意欲的
- 筆者は， X 児が綿に絵の具で着色 し雲にみたて
て表現 した点で進んで表現 していた。 そのため A
評価 と 判断 した。
• D 教諭も ま た A 評価 と した。 その理由 は， 自 分
の夢の世界のイ メ ージを も ち， 表そ う と している
か ら であ る。
260 
[事例 21 y 児の作品
絵を描いた0
• y 児は
夢の世界
を描 く と
い う 課題
に対 して，
「お金が
た く さ
んj と い
う 題名 の
・ 筆者はお金を と て も現実的なモチーフ に感 じ，
授業の課題 と した 「夢の世界J と はそ ぐわない と
判断 した。 ただ し， y 児は茶色や緑色の微妙な色
を使用 してい る 点か ら意欲はあ る と し， B ー か C
評価 と 判断 した。
' D 教諭は， Y 児は普段か ら創造力がな く ， 教師や
大人の思いを外 した く ない と い う 思いが強し 1 と 考
え る 。 Y 児の思いではな く ， 人の思いに引 き ず ら
れる傾向が あ る。 周 り の作品 を見て真似す る 時が
ほ と ん どである と 話 した。 その上で， Y 児は今回
も 近 く で描いていた児童の絵を見て描き始めてい
たため， 夢の世界を進んで表現 し よ う と している
わけではないので C 評価であ る と 判断 した。
[事例 3 ] Z 児の作品
. Z 児は授業中，
30 分近 く を何 も
描かずに過 ご して
いた。 途中 どんな
夢の世界にいたい
のか開 く が， 明確
な答えは返っ て こ
なかっ た。 Z 児の
近 く の児童が 「一
緒に何を描 く か考
え よ う か。 」 と Z
児に提案 していたが， ど う す る か決め られずにい
た。 し ば ら く する と 近 く にいた児童の構図やモチ
ー フ ， テーマ をそのま ま真似を して描いていた0
・ 筆者は Z 児の作品は構図やテーマ， 色の選び方
ま で近 く にいた児童 と 似ていたため， 自 分の思い
が作品 には表れていない と 考え C 評価 と した。
. D 教諭は， Z 児は近く にいた児童の絵を真似
て描いてい る ため， 授業のね ら いに対 して意欲的
ではない と し C 評価であ る と 判断 し た。
なお， D 教諭は児童の授業中の活動の様子やコ
メ ン ト カ ー ドな どに加え普段の児童の様子や考え
方の傾向等を参考に しなが ら評価を行 う 傾向があ
っ た。
4 考察
先行研究をふま え， 実践の結果について以下の
通 り 考察 した。
(1) 事例 ご と の評価について
事例 1 では評価者が 同 じ A 評価でも着 目 した視
点において個人差が あ る こ と がわかっ た。 事例 2
では授業のね ら いに児童の活動は達 していないが3
色使いによ る意欲 を ど う 評価する のか評価が分か
れた と 判断する。 事例 3 では Z 児は描き 始め る ま
での時間， 自 分の考えを ま と め よ う と していた可
能性も否定でき ないので， 悩んでい る 内面を ど う
評価する のか課題である。
(2) 教員が行 う 評価について
表 1 にあ る rd. 目 標実現の度合いを知る た め
に多様な評価方法を工夫すべ き であ る 」 に沿っ て
考察する と ， 意欲 と い う 観点については D 教諭は
授業中の児童の様子に加え普段の生活の様子な ど
を踏ま え評価 していた。 これは授業中の児童は前
後の出来事やその時の気分な どに よ っ て も意欲や
関心な どが変化する と い う こ と をふま えての こ と
で、あ っ たので、はなし 1か と 考え る 。
ま た re . も し， 目 標に未到達の子 ど も がいた
場合には， 治療的授業が実施 さ れる べ き で あ る J
に関連 して今回の実践授業をふ り 返っ てみる。 授
業の導入部分で用いた五感か ら 自 分の夢の世界を
想像 して記入する カ ー ドは， 児童に と っ ては使 う
のが初めて の も のである。 そ こ に関 しての説明や
描 く 前の想像す る 時間 の質的な部分で よ り 詳 しい
問いかけやテ ンポな どを工夫する 必要があ っ た と
考える。 つま り 筆者の技術的な部分の改善で児童
が よ り 豊かに想像を膨 ら ませる こ と ができ たので
はなし 、かと 考え る。 理由 と して， 実樹受業の前の
D 教諭が行っ た図工の授業 と 比較 してみる。 事例
で取 り 上げた Y 児や Z 児の D 教諭の授業中の取 り
組みをふ り 返る と 図鑑を参考に した り 道具の工夫
を行っ た り しなが ら 活動 していた。 これは， 絵に
移 る ま でに児童が よ り 豊かに想像性を働かせ， イ
メ ージを作 り 上げる 時聞が D 教諭の授業で、は確保
さ れていたか ら では ないかと 考え る。
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5 到達点 と 課題
D 教諭 と の話 し合いか ら普段か ら教師間で場面
ご と の評価の仕方や児童に関する情報の共有化を
図 る こ と でよ り 多角 的な視点か ら評価する こ と が
可能にな る こ と が分かっ た。 ま た ， 絵を描けなか
っ た時間 を ど う 評価す る のか熱喧が残っ た。 意欲
はあ る が表現能力が足 らず具現化できずにいた可
能性も あ る。 授業場面に限 らず， 生活場面におい
て も丁寧な児童理解が必要である。 評価を教師の
実践ある いは児童の学習に活かすこ と が子 ど も を
育て る こ と につなが る と 考え， 今後実践を通 して
理解を深めたい と 考える。
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